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災害・事件の対応（まとめ） 

■引き取りが必要な災害・事件の場合 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■非常時の教職員の初期対応   ○本部：校長室（校長・副校長） 

 

□児童の安全確保・掌握・避難誘導（授業者） 

□緊急放送（副校長）   □集約・整理（本部）    □事実確認（授業者以外）  

□通報連絡（副校長）   □保護者連絡（副校長）   □食糧調達（専科） 

□負傷者手当（養護）   □避難経路の確認（主事）  □地域住民対応（生活指導主任） 

○保護者への連絡（連絡メール、ＨＰでの発信） 

○二次避難・引き取り開始 

 ・災害時引き取りカードによる確認 

・公共交通機関が止まっている場合は、学校に留め

る。 

○引き取り開始の連絡（副校長） 

４ 二次避難・引き取り 

５ 避難所の開設準備 

○残留児童と避難者の待機スペースを確保 

○雨天時や厳寒期は体育館へ誘導 

○避難所開設マニュアルに基づき、開設準備を開始 

発生 

Ａ 震度５強以上の地震…（４）に記載 

Ｂ 自然災害（大雨・洪水・暴風・暴風雪・大雪 等） 

Ｃ 不審者による危機事態 

Ｄ その他（火災・事件事故・感染予防・大地震の警戒宣言発令 等） 

１ 避難行動をとる 

２ 学校災害対策本部 

○被害状況を区へ報告（副校長） 

教育部本部（教育推進課庶務係） 

５６６２－１６２１  ０７０－６５６１－９１７９  

○対応協議・方針決定・管理職の判断 

 ・一斉下校、引き取りの判断 

 ・二次避難の有無 

○情報交換と対応指示 

 ・児童の掌握と安全確保  

・下校方法の指示 

 ・二次避難の指示  

・警察、消防署、区への連絡 

３ 緊急職員会議 
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（１）日常的な防災活動 

 

      

 

 

 

 

 

                               学校災害対策本部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校防災委員会の設置 

【組織】            総務係 

委員長（校長）         施設・設備係 

副委員長（副校長）   防災教育係 

            救護係 

学校施設・設備等の点検・整備 

 （事務主事・生活指導部） 

危機管理マニュアルの策定 

 （教務主任・生活指導主任） 

○災害（地震・火災）発生時の組織 

○災害（地震・火災）の状況別の対応策 

○児童の安否確認方法、保護者への引き取り計画 

○関係機関への連絡体制 

○記録、情報収集 

○校内・敷地内の施設・設備全般の点検（月 1 回） 

○物品の倒壊・落下防止対策（随時） 

○消防法に基づく点検・整備（業者） 

○防災上必要な用具の点検（月 1 回） 

○重要書類の保管（校長印、学校沿革史、卒業生台帳、

指導要録、人事関係書類など） 

防災教育・避難訓練の実施 

（生活指導部） 

○避難訓練計画 

○防災教育（安全指導プリント） 

○家庭、地域とともに考える防災教育 

○防災研修 

情報・連絡体制の整備 

（副校長） 

○一元的な情報管理 

○保護者への連絡体制（連絡メール・ＨＰの整備） 

○災害時に連絡すべき機関の把握（リストアップ） 

○近隣校・地域団体・ＰＴＡ組織との連携 

○危機管理マニュアルの周知 
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（３）地震発生時の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 安全確保 

１ 地震発生 

○身を守る指示（授業者） 

・教室→机に下（サルのポーズ） 

・体育館、校庭→中央（ダンゴムシのポーズ） 

・廊下→近くの教室に入る（アライグマのポーズ） 

  

○緊急放送（副校長） 

「強い地震です。口を閉じて机の下にもぐり、机の脚を持ちなさ

い。校庭、体育館にいる児童は中心に集まり、先生の指示に従

いなさい。」 

○教室の避難経路の確保（授業者） 

○火災の防止（授業者） 

３ 避難の決定と指示 

○避難経路の確認（専科教員・用務主事・栄養士） 

○被害状況を職員室で集約（授業者以外） 

 

○緊急放送（副校長） 

「強い地震でしたが、ゆれがおさまりました。校舎内外に異常

はありません。「おかしも」を守り、先生の指示に従って校庭

に避難しなさい。避難開始。」 

４ 校舎外避難 

○廊下に背の順で整列 

○落下物に注意し冷静に行動する指示（授業者） 

○残留児童の確認（各階の担当教員） 

 １階→主事、２階→図工専科、３階・４階→主事・音楽専科 

○ヘルメット・プラカード・非常用リュックの携帯（授業者） 

○本部設定（副校長） 

○校庭集合後、学級ごとに背の順に整列 

５ 避難後の安全確保 

○人員確認後、体育座りで待機（授業者） 

○学級ごとに本部へ報告（授業者） 

「～年～組、在籍～名、欠席～名、現員～名、異常なし・あり」 

○負傷者を確認し、関係機関へ通報（養護か副校長） 

６ 状況把握 ○ニュースなどで、地震についての情報収集（副校長） 
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（４）地震の規模に応じた対応 

■震度５弱以下の場合（不安定なものが倒れることがある程度）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■震度５強以上の場合（固定していない家具が倒れることがある程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■二次避難の場合 

○避難先を校門４か所に掲示（生活指導主任） 

○篠崎公園（広域避難場所）へ２列縦隊で移動 

○人員確認 

○移動完了後、区教育委員会へ連絡（副校長） 

○目視による点検、教室・体育館の状況確認 ７ 被害状況の確認 

１～６ 「地震発生時の対応」後 

８ 授業再開 

○児童を教室へ誘導 

○震度４以上の場合は、連絡メールにて 

児童の避難状況を配信 

９ 周辺の状況確認 

○ニュース等で、津波、河川の決壊、周辺の火事等の

情報を収集 

○通学路の状況確認（建物や道路の状況） 

10 二次避難・下校指導 

○区の指示を待ってから二次避難・下校指導を開始 

○公共交通機関が止まっている場合は、児童を学校に

留め置く。 

○学校災害対策本部（А－②）の役割を遂行 

○被害状況を区へ報告（副校長） 

○対応協議・方針決定・管理職の判断 ７ 学校災害対策本部 

１～６ 「地震発生時の対応」後 

○情報交換 

○教職員・すくすく職員に指示伝達 

９ 二次避難・引き取り 

10 避難所の開設準備 
○残留児童と避難者の待機スペースを確保 

○雨天時や厳寒期は体育館へ誘導 

○避難所開設マニュアルに基づき、開設準備を開始 

（
副
校
長
） 

③
最
後
尾 

 
 

 

 

後
ろ
に
（
担
任
） 

②
各
学
級 

 
 

 

①
先
頭
（
主
幹
） 

８ 緊急職員会議 

○保護者への連絡（連絡メール、ＨＰでの発信） 

○二次避難・引き取り開始 

○引き取り開始の連絡（副校長） 
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（５）地震発生時の状況に応じた対応 

■校外活動中に発生した場合の対応（社会科見学・全校遠足など）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■登下校時に発生した場合の対応 

                  ＜ 教職員 ＞       ＜ 児童 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 地震発生 

２ 安全確保 

○退避行動（3 つのポーズ）をとらせる。 

○避難経路・避難場所の確認 

○放送・係員の指示を聞かせる。 

○指定された避難場所に避難する。 

○学校に現状の報告を行う 

○学校から保護者に連絡する。 

３ 近くの避難場所へ避難 
○施設管理者等の指示に従う。 

○海岸での津波、山中での崖崩れ・落石に注意する。 

４ 避難後の安全確保 

○人員確認 

○負傷者の応急手当 

○地元の公的機関への救援要請 

５ 避難後の対応決定 

○学校への連絡 

○指示を受けながら対応 

○学校から教育委員会へ連絡する。 

１ 地震発生 

２ 安否確認 

○保護者への連絡（連絡メール、ＨＰでの発信） 

○在校児童の引き取り 

○家族不在時は、学校待機 ４ 避難後の対応決定 

○出勤中は学校へ戻る。 

２ 安全確保 

○退避行動（３つのポーズ）をとる。 

○建物、ブロック塀から離れる。 

○近くの大人の指示に従う。 

３ 近くの避難場所へ避難 ○避難場所、自宅の近い方へ避難 

○困難な場合、そのまま待機 

○電線に近づかない。 

４ 自宅・学校 

○在校児童の避難 

○通学路・校内・通学路途中の避難場所の巡視 

○自分の自宅確認 

○児童の所在確認（電話） 

３ 避難後の安全確保 
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■教職員在校時以外の対応（震度５強以上）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■授業再開に向けた対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 授業再開の準備 ○校舎の被害に対する応急措置 

○校舎の安全点検 

○ライフライン、仮設トイレを確保 

○教室を確保 

○通学路の安全確認 

○学用品、救援物資の受入れ 

○児童の心理的影響への対応（カウンセリングの計画） 

○避難所の運営状況 

２ 臨時登校、家庭訪問 

 被災状況調査の実施 

○学級編成 

○保護者の連絡方法を確認 

○学用品の被害状況の確認 

○通学の安全の指導 

○避難移動した児童の訪問、実情の把握 

３ 教育委員会との 

協議・調整 

○校舎施設・設備の復旧 

○教職員の配置（指導体制・臨時時間割の編成） 

○教材・教具の確保 

○学校給食の再開対策 

○学校納付金の減額・免除の検討 

○授業再開の保護者への連絡 

○「心のケア」指導対策の確立 

４ 授業再開 

１ 地震発生 

２ 教職員の参集 

○教職員は自身及び家族の安全を確認した後、直ちに学校に

参集 

○避難所開設マニュアルに基づき、開設準備を開始 

○避難者の待機スペースの確保 

○運営に協力 

３ 学校災害対策本部 

４ 避難所の開設準備 

○学校災害対策本部を設置する。 

○校舎の被災状況を確認する。 

○被害状況を区へ報告（副校長） 

○対応協議・方針決定・管理職の判断 

○臨時休校の措置、保護者への連絡（連絡メール、ＨＰでの

発信）（副校長） 
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（８）留意事項 
■平常時 

 （１）出席ファイルを学級に携帯しておく。 

 （２）毎日、保健室に児童の出欠状況や、遅刻・早退の状況を報告しておく。 

 （３）ヘルメット、プラカード、非常用リュック、引渡しカードを常備しておく。 

 （４）各教室に避難経路図を掲示しておく。 

 （５）退避行動（３つのポーズ）を練習しておく。 

 

■授業中（教員が指導しているとき） 

１．避難前 

 （１）緊急放送を静かに聞くように指示 

 （２）被災場所から離れた避難経路を判断 

 （３）「窓を閉め、カーテンを開ける。扉を閉め、電気を消す。」を指示。 

 （３）児童を廊下に、背の順で男女各 1 列に並ばせる。 

 （４）避難用具（ぺ・プ・リ・カ）、防災頭巾を携帯させる。 
 

２．避難中 

 （１）火事が発生している場合は、ハンカチを口に当て、姿勢を低くさせる。 

（２）（おかしも）を守らせる。 

 （３）階段は、上階が内側、下階が外側を歩く。 

 （４）最後の学級が避難したら、防火扉を閉める。（各階の担当教員） 
 

３．人員確認 

 （１）校舎を背にして災害状況を見せない。 

（２）来た学級から、本部旗を中心に並ぶ。 

（３）学級ごとに、①整列→②人員確認→③本部に報告する。 

 （４）担任は、口頭で副校長に報告する。 

    「○年○組、在籍○名、欠席○名、現員○名、異常なし・あり（○○が不明）」 

 

■休憩中（教員が指導していないとき） 

１．避難前 

 （１）児童は近くの教室に入る。校庭・体育館の児童は中央に集まる。 

（２）退避行動（３つのポーズ）をとる。 

（３）担任は自教室に直行し、児童を避難させる。 

 

２．避難中 

 （１）自教室以外の残留児童を発見したら、他学年・他学級の児童でも同行させる。 

（２）専科教員は、校庭児童が混乱しないように保護する。 

 

３．人員確認 

 （１）校舎を背にして、児童朝会順に並ぶ。 

 （２）学級ごとに、背の順で男女各 1 列に並び直す。 
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（９）火災発生時の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○職員室の非常 110 番で消防署に連絡（副校長） 

「火事です。江戸川区立鹿骨東小学校です。 

住所は江戸川区鹿骨３－７－１です。○○から出火しました。 

電話は０３－３６７７－８５４１です。現在のようすは……」 

○身を守る指示（授業者） 

・その場で（アライグマのポーズ） 

○教室の避難経路の確保（授業者） 

２ 消火活動 

４ 通報 

６ 鎮火後の対応 

○校舎の被害を把握し、安全点検を行う。 

○区教委へ報告する。 

○非常ベルの復旧作業 

○学校災害対策本部の設置 

○児童に今後の対応を伝えて下校（引き取り） 

○保護者への連絡（連絡メール、ＨＰでの発信） 

２ 安全確保 

１ 火災発生 
○非常ベルを押す。「火事だ！○○より出火！」と叫ぶ。（その場の教員） 

○主事室に行き、発報場所を確認する。（職員室の教員） 

 

○緊急放送（副校長） 

「ただ今、○階～～より、火災が発生です。教室の窓を閉め、ハンカ

チを口に当てなさい。○階段は使えません。先生の指示に従い、（お

かしも）の決まりを守り、避難しなさい。避難開始。」 

「教職員は～～の防災扉を閉鎖、消火器と屋内消火栓を操作しなさ

い。」 

４ 校舎外避難 

○廊下に背の順で整列 

○アライグマのポーズを指示（授業者） 

○残留児童の確認（各階の担当教員） 

 １階→主事、２階→図工専科、３階・４階→主事・音楽専科 

○ヘルメット・プラカード・非常用リュックの携帯（授業者） 

○本部設定（副校長） 

○校庭集合後、学級ごとに背の順に整列 

５ 避難後の安全確保 ○人員確認後、体育座りで待機（授業者） 

○学級ごとに本部へ報告（授業者） 

「～年～組、在籍～名、欠席～名、現員～名、異常なし・あり」 

○負傷者を確認し、関係機関へ通報（養護か副校長） 
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（10）水害発生時の対応 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 安全確保 

１ 地震発生 ○身を守る指示（授業者） 

 

○緊急放送（副校長） 

「強い地震です。口を閉じて机の下にもぐり、机の脚を持ちなさ

い。校庭、体育館にいる児童は中心に集まり、先生の指示に従

いなさい。」 

 

○教室の避難経路の確保（授業者） 

○火災の防止（授業者） 

３ 避難の決定と指示 

○避難経路の確認（専科教員・用務主事・栄養士） 

○被害状況を職員室で集約（授業者以外） 

 

○緊急放送（副校長） 

「強い地震でしたが、ゆれがおさまりました。校舎内外に異常

はありません。津波のおそれがあるので、「おかしも」を守り、

先生の指示に従って屋上に避難しなさい。避難開始。」 

４ 屋上避難 

○廊下に背の順で整列 

○残留児童の確認（各階の担当教員） 

 １階→主事、２階→図工専科、３階・４階→主事・音楽専科 

○ヘルメット・プラカード・非常用リュックの携帯（授業者） 

○本部設定（副校長） 

○屋上の鍵を開ける（主事） 

○東階段→2 年・3 年 

 中央階段→1 年・4 年 

 西階段→5 年・6 年・専科授業 

 

○学級ごとに背の順に男女各 2 列 

５ 避難後の安全確保 

○人員確認後、体育座りで待機（授業者） 

○学級ごとに本部へ報告（授業者） 

「～年～組、在籍～名、欠席～名、現員～名、異常なし・あり」 

○負傷者を確認し、関係機関へ通報（養護か副校長） 

○安全が確認できるまでその場で待機 

６ 状況把握 ○携帯電話のニュースなどで、津波の情報を収集（副校長） 

○保護者への連絡（連絡メール・ＨＰでの発信） 

○二次避難・引き取り開始 

★来た学級から本部旗に近い所の図

の１，２，３の順に 4 列で並ぶ。 

★中央階段前は空ける。 

本部 

 

 

 

中央出口 

 

中庭 

 

東             西 

体育館 4 

3  2  2  3 

 

1 

 

1 

 

4 
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不審者侵入に対する安全管理 

（不審者侵入時の対応） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

校長先生、緊急で荷物が届きました。 

至急○〇へお願いします。 

不審者侵入 

 

児童の安全確保 

（授業者・担任） 

不審者対応 

（発見者） 

職員室に連絡（伝言者） 

一斉放送（職員室にいる職員） 

非常１１０番（職員室にいる職員） 

 

抑止 

（授業者以外） 

 

児童の掌握・ 

避難誘導（授業

者） 

 

負傷者の救護 

（養護教諭） 

 

移動阻止・ 

校舎封鎖（主事） 

校長 

（副校長） 

警察・消防へ連絡 

医療機関へ連絡（養護） 

被害児童等への家庭連絡 

ＰＴＡ会長への連絡 

教育委員会指導室 

５６６２－１６３４ 

緊急対策委員会 

校長・副校長、運営委員 

指導室（指導主事） 

対応協議・校長方針決定 

緊急職員会議 

全教職員に指示・伝達     

マスコミ対応 

・校長（副校長）

で一本化する。 

児童対応 

・安全確保 

・下校指導体制（生活指導主任） 

・こころのケア、家庭訪問 

地域・保護者対応 

・ＰＴＡ役員会 

・緊急保護者会 

・緊急説明会（教務主幹） 

副校長席後方非常 110 番の使い方 

①ボタンを押す 

②警察から電話がかかってくる。 

③受話器で状況を説明する。 

（受話器をはずしたままに） 

 

身の周りの

武器をもっ

て現場へ向

かう 

 

近くにいる職員や児童に、何らかの形で

職員室に伝えてもらう。 

(ﾍﾙﾌﾟｶｰﾄﾞ、ﾎｲｯｽﾙ、ﾌﾞｻﾞｰ 等) 
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（12）不審者侵入時の避難や誘導の仕方 
（１） 児童登校後は、すべての門を閉じ、玄関ドアも６年昇降口以外は施錠する。 

（２） 来校者に対しては、 

   ①北玄関、教職員玄関の受付で来校者名簿に記入し、来校者名札をつけてもらう。 

   ②保護者には、保護者名札をつけてもらい、忘れた時は、来校者名札をつけてもらう。 

   ③校舎内に出入りする際には、教職員に声をかけてもらうようにする。（教職員からも

声をかける） 

（３） 校内の非常連絡用の器具の点検・整備を行う。（１ヶ月に１回） 

（４） 休み時間は、教職員が校庭・校内の巡視を行う。（週毎の看護当番の割り当てによる） 

（５） 児童は、登校班で登校する。欠席・遅刻は学校及び班に連絡する。 

（６） 児童は、登校後名札を付ける。教職員も校内では名札を付ける。 

（７） 教室の出入り口付近に荷物などの障害物を置かない。 

（８） 不審者侵入を知らせる方法を全校・学年で確認しておく。 

     ①ヘルプカードを職員室に児童に運ばせる。 

     ②非常ベル、ホイッスル、緊急連絡用紙、校内電話、大声による通知を行う。 

＜ヘルプカード＞ 

不審者が侵入してきたら、職員室や隣のクラスにこのカードを持参して  

応援を求める。各教室の前後の黒板にはっておく。 

 

 

（13）不審者侵入時の教職員の役割分担（Ｃ-③） 
係 担  当 主  な  役  割 

 発見者 大声で近くの教職員に応援を頼む、複数で対応する 

指揮 校長 対応方針の決定、校内の総括・指揮、教育委員会への報告、 

警察・マスコミ対応 

通報連絡 副校長 非常放送（避難指示）、関係機関、保護者・ＰＴＡ等への対応、校外か

らの連絡窓口の一本化、事務的な対外折衝 

教務主幹 情報収集、状況の把握・記録伝達（副校長を補佐）、 

緊急保護者会の企画 

避難誘導 生活指導主幹 生徒の避難誘導及び人員確認、安全確保、 

下校や集団下校・引渡しの指揮、 

状況説明と動揺を防ぐための全校集会の企画 

学級担任 生徒の安全確保・避難誘導、保護者への連絡、 

学級の生徒の不安や動揺の解消 

学年主任 担任への助言、担任不在の学級への援助体制の指示 

防御 副担任 不審者への対応、施設設備の修復、 

担任不在の学級への援助、生徒の安全確保 

救護 養護教諭 応急措置、負傷者の状況把握、医療機関への連絡・付添 

健康状態の把握、心のケア 

★校長は、随時、状況を教育委員会指導室に報告、早期下校や休校を決定して保護者に連絡 
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（15）保健室におけるけがの対応 
 

けがの発生 

        ※首から上のけがは、管理職にまず知らせる。 

けがの確認と救護 

         ・けがの程度、状態の確認と救急処置・・・・（発見者） 

         ・養護教諭、担任、管理者への連絡（他者を使って）・・・発見者 

         ・救急処置・・・・養護教諭 

         ・けがの程度により自習体制をとる。（他児童の管理）・・・担任 

 

けがの報告 

        ・けがの発生状況について情報を集める。・・・担任（担当者） 

        ・けがの発生状況について管理職へ報告する。・・・（担当者） 

        ・けがの程度や状態について管理職へ報告する。・・・養護教諭 

     家庭への連絡 

              ・原則は担任（不在時は、担当者・副校長） 

                   けがの様子、発生状況を簡潔に話す。 

                 かかりつけ医療機関を確認する。 

                 保険証を持参し学校または、医療機関 

                 にきてもらうよう依頼する。 

救急車手配 

    医療機関への移送  ・場合によっては、養護教諭または、担任等が付き添う。 

移送方法は、タクシー、徒歩 

                  保健資料と受診料を持参する。 

受診報告 

      ・管理職、担任、関係者への受診結果の報告付き添い者 

（保護者のみが医療機関へ行った場合は、電話等で連絡確認） 

けがの程度・完治するまでの見通し・注意事項等 

見舞い 

・状況に応じて家庭または、病院へ見舞う（校長の指示による） 

事故報告 

      ・校内職員（朝の職員打ち合わせ）校内事故報告書 

      ・指導室事故報告 

災害給付事務 

      ・独立行政法人スポーツ振興センター 

 

※必要に応じて学校医に連絡する。 

※保護者との対応には誠意をもって当たる。 

※生命が危険と判断された場合は、校長副校長の指示により救急車を呼ぶ。 
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（16）事故発生の際の対応の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指示 

報告 

指示 

報告 

相談 

付添搬送 

いつ （時刻） 
どこで（教室、校庭など） 
だれが（ 年 組 名前） 
どうして （原因） 
どうなった（意識、外傷な
ど） 

事故発生 

発見者 

協力要請 緊急通報 

状況把握 応急手当  
児童の安全確保 

（授業者・担任） 

近くの教職員等 

職員室に連絡・非常１１０番 

（授業者以外） 

・状況事実確認 

・被害の防止 

 

（授業者） 

・児童の安全確

保 

・避難誘導 

 

（養護教諭） 

・負傷者の保護 

・症状の確認 

・応急手当 

（主事） 

・緊急車両誘導 

・校舎封鎖 

警察要請 

110 番 

教育委員会 

指導室 

５６６２ 

－１６３４ 

緊急対策委員会 

（校長・副校長、運営委員） 

指導室（指導主事） 

対応協議・校長方針決定 

校長 

（副校長） 

 

・事態や状況の 

把握、判断 

・対応、指示 

・連絡、報告 

 

 

 

通報内容 

一斉放送：「緊急事態発生」「（事故発生場所）に集

合」 

教職員 

被害児童等へ 

家庭連絡 

ＰＴＡ会長へ 

の連絡 

 

救急車要請 

119 番 

 

医療機関  

緊急職員会議 

（全教職員に指示・伝達） 

マスコミ対応 

校長（副校長）で

一本化する。 

児童対応 

・安全確保 

・緊急集合 

・下校指導体制（生活指導主

任） 

地域・保護者対応 

・ＰＴＡ役員会 

・緊急保護者会 

・緊急説明会（教務主幹） 
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（17）事故発生時の係分担 

係 担当 内容 

総指揮 

 

校長 

 

・事態や状況の把握、判断 ・副校長、教職員、養護教諭等への指示 

・防御、避難誘導の指示 

通報連絡 

 

 

副校長 

教務主幹 

・救急車の出動要請    ・警察の出動要請 

・保護者への連絡     ・教育委員会への報告 

・報道機関との対応     ・記録 

避難誘導 

 

学級担任 

教科担任 

・避難場所への誘導    ・避難場所での安全確保 

・被害の防止 

救護活動 

 

 

養護教諭 

 

・負傷者の保護      ・症状の確認 

・応急手当        ・健康状態の把握 

・心のケア 

緊急車両 

誘導 

主事 ・正門を開け、通りに出て、救急車が到着したら案内をする。 

 

（18）事故発生後の報告と事後処理（Ｄ-③） 

  (1)教育委員会への報告 

    事故発生後できるだけ速やかに、教育委員会に報告する。 

事故発生  事故発生状況の調査  事故報告書作成  教育委員会 

                                  事故直後 電話にて第一報 
 

 (2)日本スポーツ振興センター申請手続き 

    ・重大な事故の場合は、指導計画・内容、当日の状況等の詳細な報告を求められる。記録は正確にとり

長期にわたって保存する。 
 

  (3)記録の管理 

    ・事故発生の状況や措置について、時系列で記録する。 

    ・記録は添付書類（指導計画、指導内容等）とともに長期保存をする。 
 

  (4)児童への指導 

    ・一般児童が不安に陥ることのないよう配慮する。 

    ・事故の概要について可能な範囲で、できるだけ早く説明する(全校集会等)。 

・安全対策を再点検するなど再発防止について指導を行う。 

   

(5)対外折衝 

    ・無用の混乱を避けるために、窓口を一本に絞って管理職が行う。 
 

  (6)保護者への説明 

    ・重大な事故の場合は、事実と異なった内容が流れ、不安や混乱を招く恐れもあるので、校長と教育

委員会は連携を図りながら、必要と認めた場合に保護者への説明の場を設定する。連絡メールを使

用する場合は連絡内容を簡潔にし、正確に伝わるようにする。 
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（19）熱中症の対応の流れ 
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（20）運動に関する指針 
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（21）食品事故の対応（Ｆ-０）

学校医・薬剤師 ※

調査依頼 報告

報告

給食保健委員会

給食主任・養護教諭

栄養士・調理会社

※

① 給食中止
② 区教委
③ 学校医・薬剤師
④ 代替給食
⑤ 放送
⑥ 文書によるお知らせ
⑦ 電話連絡
⑧ 健康観察
⑨ 家庭訪問
⑩ 説明会（保護者）
⑪ 保健所
⑫ マスコミ対策

チェック

　
担
任
（

専
科
）

学 校 保 健 委 員 会

対　応　策

項　　　　目

喫 食 後

喫 食 中

運 搬

配 膳 前

配 膳 中

校　長（副校長）

調 理 会 社

検 食

物 資 納 入

洗 浄

調 理

配 食

下 処 理

栄
養
士
・
調
理
会
社

処 置

校 長

原
因
究
明

判　　断

検 収

区教委

対 応 策

異 常 発 見

調
理
会
社


